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千葉市 市民局 市民自治推進部 広報広聴課

オープンガバメントへのチャレンジ

ちばレポ（ちば市民協働レポート）

～市民と行政をつなぐ新たなコミュニケーションツール～

ちばレポとは

千葉市内で起きている様々な課題（たとえ

ば道路が傷んでいる、公園の遊具が壊れて

いるといった地域での困った課題、これらを

「ちばレポ」では「地域での課題」といいます。）を、 ICT

（情報通信技術）を使って、市民がレポートすることで、

市民と市役所（行政）、市民と市民の間で、それらの課

題を共有し、合理的・効率的に解決することを目指す

仕組みです。
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 ICTを活用した市民協働プラットフォーム

「ちば市民協働レポート」（愛称：ちばレポ）

の導入に至る背景

いま、そこにある、千葉市の課題

4

人口減と少子高齢社会

財政難と公共サービス

社会の絆とまちづくり

H4年の政令市移行時に都市基盤整備

実質公債費比率は、H26年に18.4%（他政令市平均＝10.2%）

H21年「脱・財政危機宣言」以降、財政再建が本格化

単身世帯が増加しており、H26年度末には平均世帯人員が2.29人

町内自治会加入率は、H27年には70.0%を下回る

災害時に自力避難が困難な要援護者が約4万6千人（H25）

現在の人口は97.5万人、H32年をピークに減少に転じる見通し

年少人口及び生産年齢人口が減少するとともに、高齢者人口は増加

H32年には高齢者人口に占める75歳以上の人口の割合が過半数
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行政をとりまく環境の変化

• 高度成長が終わった今、予算は大幅には増えない

• 行政依存体質からの脱却が必要

• 自助、共助、公助のバランスをもう一度考える必要

• 市民のニーズにきめ細かく応えるには、市民の参画が不可欠

• 市民が本格的に街づくりに関わるための制度作りが必要

• そのためには、行政と同じ情報を市民に持ってもらう必要がある

• 高齢者の生きがい対策のためにもボランティアの促進を

行政が何でもやる時代は終わり行政が何でもやる時代は終わり

これからは市民によって支えられる街へこれからは市民によって支えられる街へ
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そのためのステップ

6

街を 好き になる

街に 参加 する

街を 知る
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千葉市は、こう考えます！

・行政と市民との役割を変える

・行政の仕組みをバージョンアップさせる

・ＩＣＴの活用により行政が保有していた情報を共有

・政策決定や公共サービスの提供に際し、市民が参画

市民と行政のフラットな関係

市民が納得する行政サービスを提供し、行政の効率化を達成

オープンデータ

ちばレポ

オープンガバメントへのチャレンジ

8

ちばレポの概要
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55

道路の不具合など

「ちばレポ」のコンセプト

99

市役所の役割

市民の力

市民の力を発揮
できる課題

市役所でなければ
できない課題

市民によるレポート
スマホのＧＰＳ機能を
使った写真レポート

市民協働による解決

行政による解決

公園の不具合など

地域における
課題発見

地域における
課題発見

１１

２２

copyright(C)2014 ZENRIN CO., LTD.（Z14LD第1048号）

Web公開33

仕分け44

千葉市では１年間に
道路関係 約１２，０００件
公園関係 約２，０００件

市民から通報・要望が寄せられています。

これまでの地域課題 ⇒ クローズドな情報
通報した住民と受け取った行政担当だけが情報をやり取り

これまでは・・

（通報する）

住 民

（通報する）

住 民
行 政

（担当者）

行 政

（担当者）
電話・メールなど電話・メールなど
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「ちばレポ」への期待 1

（位置情報・写真）

地域課題
（位置情報・写真）

地域課題

クローズドだった情報 ⇒ オープンになる地域課題

（市民みんなが課題を共有できる）

（市役所と課題を共有）

参画・協働意識の誘発
（潜在的な社会貢献意欲）

組織化

（個人からグループへ）

組織を支援・育成

［行政］

可視化
共有化

11copyright(C)2014 ZENRIN CO., LTD.（Z14LD第1048号）

⾏動・参加⾏動・参加

コミュニティを意識する

意識化意識化

住みやすい街にしたい！
良い環境の街にしたい！

街を意識する動機
街を良くしたい⾏動に

ちばレポちばレポ

きっかけ

市⺠の意識の変化

「ちばレポ」への期待 2
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ちばレポの機能

システムの構成

14

ちばレポ業務管理
システム

（統合CRM）
ちばレポ

Webサイト

クラウドサービス

市役所所管課による
業務処理

市役所所管課による
業務処理

市民協働による
課題解決

市民協働による
課題解決

レポート

ちばレポ
スマートフォン

アプリ

ちばレポレポーターちばレポレポーター

ちばレポサポーターちばレポサポーター

市
民
で
課
題
を
共
有

市
民
で
課
題
を
共
有

通報・要望

市民の声ＤＢ

copyright(C)2014 ZENRIN CO., LTD.（Z14LD第1048号）

道路維持管理ＤＢ

＋
通報等管理機能通報等管理機能

対応管理機能対応管理機能

資材管理機能資材管理機能

① ②

③

市民と行政の新しいチャネル 市民と行政の協働の機会

行政運営の効率化
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①市民と行政の新しいチャネル

15

レポート

ちばレポ
スマートフォン

アプリ

ちばレポレポーターちばレポレポーター① クラウドサービス

ちばレポ業務管理
システム

（統合CRM）

市民の声ＤＢ
ちばレポ

Webサイト

copyright(C)2014 ZENRIN CO., LTD.（Z14LD第1048号）

レポーター活動 １

16

H26.9.16～

テーマレポート
市が投げかけたテーマに沿ったレポートをする機能で、次の２種
○ 課題発見・解決型テーマ

地域課題を集中して探索
→カーブミラー点検、街路灯不点報告、通学路点検など

○ 話題発見・共有型テーマ
まちのトリビアで街を見直す契機に
→お気に入りの都市景観、オススメスポットなど

"こまった(>o<)"レポート

まちで発見した公共施設の不具合などの地域課題（道路・公園・
ゴミ・その他）をレポートする機能
・ベンチが壊れていて座れない
・歩道のタイルがはがれている など

H26.11.4～
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事例(1) こまったレポート

1717

①歩道の段差

解決前

解決後

②集水桝の詰まり

解決前

解決後

③公園のベンチ破損

解決前

解決後

18

実際の画面（スマートフォン）

道路

公園

ごみ

その他

copyright(C)2014 ZENRIN CO., LTD.（Z14LD第1048号）

市
か
ら
の
返
信
部
分

市
か
ら
の
返
信
部
分
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実際の画面（パソコン）

19copyright(C)2014 ZENRIN CO., LTD.（Z14LD第1048号）

道路

公園

ごみ

その他

レポート処理体制（平成３０年3月時点）

分野 組織区分
課相当
組織数

ID数 備考

道路

12 45

建設局本庁組織 4 8 土木保全課、自転車対策課、下水道維持課、都市河川課

土木事務所（４か所） 8 37 管理課、維持建設課

公園

9 15

公園緑地部本庁組織 3 3 緑政課、公園管理課、公園建設課

公園緑地事務所（５か所） 5 11

動物公園 1 1

ごみ

4 4

資源循環部本庁組織 1 1 収集業務課

環境事業所（３か所） 3 3

その他

10 10

本庁組織 4 4 広報広聴課、地域安全課、市民自治推進課、都市景観デザイン室

区役所（６か所） 6 6 地域振興課

システム管理等 9

合 計 35 83

20
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解決までのフロー

21

道路

公園

ごみ

その他

レポート
ちばレポ業務
管理システム
(統合CRM)

土木事務所
（４か所）

担当課
下水、河川等

担当課
不法投棄等

公園緑地事務所
（５か所）

担当課
放置自転車等

環境事業所
（３か所）

担当課
公共施設の破損等

広報広聴課

受
付

・
公
開

課
題
解
決

・
外
部
機
関
通
報

解
決
の
報
告

・
公
開

22

事例(2) テーマレポート

22copyright(C)2014 ZENRIN CO., LTD.（Z14LD第1048号）

カーブミラーのさびを点検しよう！（H28.7/1～/31）

1,117件のレポート⇒ 80件が課題
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②市民と行政の協働の機会

23

ちばレポ業務管理
システム

（統合CRM）
ちばレポ

Webサイト

クラウドサービス
市民協働による

課題解決
市民協働による

課題解決

ちばレポサポーターちばレポサポーター

市
民
で
課
題
を
共
有

市
民
で
課
題
を
共
有

copyright(C)2014 ZENRIN CO., LTD.（Z14LD第1048号）

②
レポート

ちばレポ
スマートフォン

アプリ

ちばレポレポーターちばレポレポーター

市民の声ＤＢ

レポーター活動 ２

24

サポーター活動

市民協働による解決活動を、システム上でイベントとして立
上げ、参加者を募り、作業後に完了したことをレポートする
機能

→除草作業、落書き消し、ペンキ塗り など

H26.11.4～

かいけつレポート

まちで発見した地域課題を自主的に解決したことをレポート
する機能

・ゴミを拾ったよ
・歩道の雑草を抜いたよ など

H26.12.19～
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事例(３) サポーター活動

25

①落書き消し

解決前

解決後

解決前

解決後

②除草作業 ③落ち葉の清掃

解決前

解決後

実際の画面（サポーター活動）

copyright(C)2014 ZENRIN CO., LTD.（Z14LD第1048号） 26
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年度 作業内容 件数
参加
人数

備考

26年度 ベンチの修繕、落書き消し 2件 9人

27年度 ススキの草刈り、側溝・集水桝の清掃、植樹
帯の除草作業、落ち葉の清掃、
公園遊具の落書き消し、
公園モニュメントの落書き消し、

公衆トイレ壁の落書き消し、歩道の清掃、公
園の側溝清掃

9件 21人 天候により中止(1)

28年度 防火水槽周辺の除草作業、
道路施設の落書き消し、

防火水槽周辺の除草作業、歩道の清掃、案
内板の落書き消し、
公園オブジェのペンキ塗り、
ジェフカラー化イベント、
案内板の落書き消しとごみ拾い、
落ち葉の清掃

10件 26人 天候により中止(1)

29年度 側溝・集水桝の清掃（4件） 4件 16人 ※H30.3.31現在

サポーター活動（平成27年3月～）

27

事例(４) かいけつレポート

2828

①公園のごみ拾い

解決前

解決後

②集水桝の掃除

解決前

解決後解決後

解決前

③横断幕の修繕
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③行政運営の効率化

29

ちばレポ業務管理
システム

（統合CRM）

クラウドサービス

市役所所管課による
業務処理

市役所所管課による
業務処理

レポート

ちばレポ
スマートフォン

アプリ

ちばレポレポーターちばレポレポーター

通報・要望

市民の声ＤＢ

copyright(C)2014 ZENRIN CO., LTD.（Z14LD第1048号）

道路維持管理ＤＢ

＋
通報等管理機能通報等管理機能

対応管理機能対応管理機能

資材管理機能資材管理機能③

30

“個別管理”から“一括管理へ”

担当課

…

担当課

担当課

…

ちばレポ
業務管理システム

（統合CRM）

維持補修管理システム ちばレポシステム

Access
住宅地図

所管課による業務処理

市民の声ＤＢ

道路維持管理ＤＢ

【通報管理】
・個別案件とちばレポ案件を対応完了までステータス管理

【対応管理】
・案件への対応に要した材料、人工、車(ガソリン含む)を案件ごとに管理

【資材管理】
・対応に必要な材料の在庫管理
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31

ちばレポの運用状況と課題

レポーターの登録状況（H30.3.31現在）

32

（23%）

（77%）

30～50代男性の構成比が61% その内訳は･･･

 参加登録者の伸び悩み

 市政未参画層に新たな
チャネルを提供

約77%

4%

4%

73%

11%
1%

0%
1%

1% 1% 3%
農・林・漁業
自営業・家族従事者
会社員(役員含む)
公務員・団体職員
自由業
学生
専業主婦・主夫
パート・アルバイト
無職
その他

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

女性

男性

1004

1,381 

2,783 
3,009 

3,263  3,412 
3,693 

3,870 
4,077 

4,303 

4,715  4,857 
4,964  5,051 

5,117 

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

H26.9 H26.12 H27.3 H27.6 H27.9 H27.12 H28.3 H28.6 H28.9 H28.12 H29.3 H29.6 H29.9 H29.12 H30.3

累計参加登録者数（人）
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レポートの状況（H30. 3.31現在）

33

 アクティブ層も
30～50代

 道路(72%)
 公園(17%)
 ごみ( 4%)

運用開始から１度でも
レポートしたことがある
アクティブレポーターは
1,287人(25.2%)

アクティブレポーターの年代別構成

3%
7%

23%

35%

21%

98%

2%
20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

175 

667 
1,006 

1,310 
1,794 

2,346 
2,770 

3,289 

3,964 
4,279 

4,650 
5,027  5,415 

5,776

6,154

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H26.9 H26.12 H27.3 H27.6 H27.9 H27.12 H28.3 H28.6 H28.9 H28.12 H29.3 H29.6 H29.9 H29.12 H30.3

累計レポート数（件）
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H
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H
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H
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H
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H
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H
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H
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H
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H
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H
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H
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.1
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H
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H
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.1
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H
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.1

H
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月別、カテゴリ別レポート数（件）

その他 ごみ 公園 道路

道路 公園 ごみ その他

件数 4,410 1,082 247 415

構成比(%) 71.7% 17.6% 4.0% 6.7%

平均件数/日 3.4件/日 0.8件/日 0.2件/日 0.3件/日

レポートの状況（H30.3.31現在）

・公開状況

・分野別

・処理状況

１ こまったレポート（有効レポート = 6,154件 H26.9.16～）

・デバイス別

スマホ Web

件数 5,385 769

構成比(%) 87.5% 12.5%

２ 個別案件の状況（H26.9.16～）

道路 公園 ごみ その他 計

件数 50,216 45 5 33 50,299

構成比(%) 99.8% 0.1% 0% 0.1% 100%

平均件数/日 38.9件/日 0件/日 0件/日 0件/日 38.9件/日

※レポート開始から1,292日間

※レポート開始から1,292日間

※道路以外の分野に
ついては、道路部門
からのｴｽｶﾚｰｼｮﾝ

受付まで 約2.9日

7日以内に完了 49.3%

14日以内に完了 65.7%

30日以内に完了 79.4%

新規 受付済 対応中 対応済 ｴｽｶﾚ

件数 7 255 56 5,066 770

構成比(%) 0.1% 4.1% 0.9% 82.3% 12.5%

公開済 未公開 非公開 計

件数 4,833 7 1,314 6,154

構成比(%) 78.5% 0.1% 21.4% 100%

34
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レポートの状況（H30.3.31現在）

３ テーマレポート

年度 件数

26年度 76

27年度 0

28年度 1,306

29年度 143

計 1,525

35

４ かいけつレポート

年度 件数

26年度 10

27年度 61

28年度 457

29年度 652

計 1,180

1,525 

0

400

800

1,200

1,600

26年度 27年度 28年度 29年度

1,180 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

26年度 27年度 28年度 29年度

レポートと個別案件 その１

36

レポートのみ

© OpenStreetMap contributors



19

レポートと個別案件 その2

37

レポート＋個別案件（電話等による通報）

© OpenStreetMap contributors

区分 H28.12 H27.10 H26.12 H25.10 H25.8

対象者数 4,303人 3,259人 1,383人 769人 690人

回答者数（率）
115人
(2.7%)

155人
(4.8%)

86人
(6.2%)

87人
(11.3%)

124人
(18.0%)

ちばレポを良い仕組みと思う・
どちらかといえば良い仕組みと思う

94.8% 87.1% 97.7% 95.4% －

市の対応に満足している・
どちらかといえば満足している

89.5% 64.2% 55.8% 55.6% 51.2%

サポーター活動に参加したい･
時間があれば参加したい

84.3% 41.9% － － －

アプリは使いやすい・どちらか
といえば使いやすい

58.3% 36.1% 34.6% 25.0% 28.3%

まちを見る意識に変化があった・
どちらかといえば変化があった

82.6% 69.7% 76.7% 69.0% －

ちばレポを勧めたい･
どちらかといえば勧めたい

93.9% 70.3% 77.9% － －

参加者アンケート

38

**

*～H27 ：「良い」｢どちらでもない」「良いと思わない」といった3種類の選択肢を提示。
H28～ ：「良い」「どちらかといえば良い」「どちらかといえば良いと思わない」「良いと思わない」の4種類の選択肢へ変

更。
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今後を見据えた課題

 レポーター・サポーターの拡大

目標（H29.3) ： レポーター5,000人、サポーター2,500人

開始当初の急増期から伸び悩み期へ

 アクティブユーザの増加（ H30.3.31現在）

 1回でもレポートしたのは、5,117人中 1,287人（25.2%）

 1日当たりレポート数は、4.76件

 市民協働の定着・活性化

 未参画層の取り込み（若年層、女性層など）

 地域団体等との連携

39

今後を見据えた展開の方向性

 活用範囲の拡大

防災・防犯、観光・地域資源、教育分野など

外部地域団体等への開放

 データの活用

蓄積データ分析結果の施策適用

 API(Application Programming Interface)の公開

 縦展開・横展開

 市域の公的主体の参画（国道事務所､県､公共事業者など）

 他自治体への展開 →東京大学との実証実験

40
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41

 ちばレポで培ったノウハウをベースに次のステージへ

次世代型市民協働プラットフォーム

「My City Report」実証実験への取組み

次世代ちばレポ“MyCityReport”実証実験

• 全国の自治体で利用可能なオープンソースベースの次世代型
の市民協働型プラットフォームを目指す

• 国立研究開発法人 情報通信研究機構（NICT）の委託研究

• 実証実験終了後も、システム提供サービスを継続利用するた
めの仕組みを併せて検討

• 参加団体
・東京大学

・（合同）Georepublic Japan

・（一社）社会基盤情報利活用推進

協議会（AIGID）

・千葉市・室蘭市・足立区・墨田区・
沼津市 H29.1.19千葉市・東大の共同発表

次世代型市民協働プラットフォーム“MyCityReport”の構築と実証
実験（H28.11～H31.3）

42
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目指すべき思想・方針

• 目指すべき思想
– Social First ・・・個々の自治体の思惑＜社会の効率化・合理化

– Citizens First・・・生活・就労形態に関わらず一つのアプリで
課題発見場所の自治体に投稿可能

– 汎用的 ・・・大きな負担なく他自治体が利用可能

• 方針
– 現行ちばレポをベースにオープンソースで開発・開放

• IoT技術・機械学習技術で現場画像からの抽出情報をリアルタイムで
送信・共有

• OR(Operations Research)技術で現場リソースの最適化を達成

– クラウドで共同利用環境を提供

• 基本機能（共同利用）＋オプション（有償）

• 独自のカスタマイズ・独自サーバでの運用も可能とする

• しかしOpen311日本版(仮称)でHP上で横比較できるのは必須であるべき

43

MyCityReport業務管理
システム（統合CRM）

MyCityReport
Webサイト

PUSH通知

クラウド上で実現
市民協働による

課題解決
市民協働による

課題解決
レポート

MyCityReport
スマホアプリ

市民レポーター市民レポーター 市民サポーター市民サポーター

市
民
で
課
題
を
共
有

市
民
で
課
題
を
共
有

＋ 通報等管理機能通報等管理機能

対応管理機能対応管理機能

資材管理機能資材管理機能

① ②

③

市民の声を
積極的に収集
市民の声を

積極的に収集

市役所所管課による
業務処理

市役所所管課による
業務処理

MyCity
Report

copyright(C)2014 ZENRIN CO., LTD.（Z14LD第1048号）

＋

IoT ＋ 機械学習

オペレーションズ・
リサーチ

分析
最適化最適化

④ ⑤

システム構成（案）

市民の声ＤＢ

道路等施設維持
管理ＤＢ

44
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45

新機能

機械学習等による道路維持管理業務の高度化

レポートデータから見るちばレポの課題

46

• 空間的・内容的な偏り

○ ： 歩道や生活道路の損傷、照明灯の不点、落書き

× ： 幹線道路の損傷、排水施設、違法看板

• 軽易な損傷レベルのレポート

→修繕の必要のない（経過観察レベルの）レポートも

＜IoT、機械学習による画像認識の活用＞

• 車載スマホカメラによる簡易点検

• レポート画像の自動分類
業務効率化と職員負担軽減
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車載スマホカメラによる路面の撮影

47

車のダッシュボードにスマホを設置

※写真では検証用に２台設置していますが、１台で十分です。

Copyright(C) 2017 Sekimoto lab Institute of Industrial Science, University of Tokyo

機械学習による画像認識の方向性

48

対 象 道路舗装損傷

機 能 ・損傷位置の把握

・損傷程度の判定

（損傷なし、損傷あり修繕不要、修繕必要）

解析手法 ディープラーニング（YOLO等）

教師ﾃﾞｰﾀ ①第1回（H28.1実施）

千葉市走行写真1,514枚を市職員が判定

②第2回（H29.3実施）

参加自治体走行写真31,611枚に対し、

次葉のスキームで判定



25

実証実験における自動抽出の概念

49Copyright(C) 2017 Sekimoto lab Institute of Industrial Science, University of Tokyo

IoT・機械学習を用いた道路舗装損傷の自動抽出

50Copyright(C) 2017 Sekimoto lab Institute of Industrial Science, University of Tokyo

第1回 第2回① 第2回②

教師データ 1,514枚
（千葉市データのみ）

31,611枚
（６自治体分データ）

31,611枚
（６自治体分データ）

学習方法 オブジェクト範囲なしで
学習

オブジェクト範囲を特定し
て10,000回繰り返し計算

オブジェクト範囲を特定し
て70,000回繰り返し計算

正解率 78.15% 92.53% 94.31%

真陽性率 22.41% 79.69% 89.09%

各都市の様々なバリエーションの多数の教師データを使用する
ことにより、正解率（損傷と判定した画像中に、実際に損傷があ
る割合）だけでなく、真陽性率（実際の損傷を正しく見つけた割
合）も大きく精度が向上した。
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今後の展開

51

 損傷の種類・程度の自動判定

• 損傷の種類、損傷の程度（ひび割れ率等）の拡大

• 修繕判断（修繕ｏｒ経過観察）に重要な特徴量の抽出

→ひび割れでは、「損傷種別」「幅員」の影響が大きい

判定精度の
更なる向上
判定精度の
更なる向上

損傷種類別の教師データ作成

52Copyright(C) 2017 Sekimoto lab Institute of Industrial Science, University of Tokyo

分

類

略称 D00 D01 D10 D11 D20 D21 D30 D40※ D43 D44

分類困難 合計

損
傷
の
種
類

ひび割れ わ
だ
ち
掘
れ

その他破損線状ひび割れ
亀甲ひび割れ

縦方向 横方向

詳細
車輪
走行部

施工ジョ
イント部

間隔が
均等

施工ジョ
イント部

車輪
走行部

舗装面
全域

段差・ポッ
トホール・
剥離

横断歩道
のかすれ

白線の
かすれ

千葉市 189 230 6 20 32 3 2 13 115 333 1 944

室蘭市 734 1,241 106 437 822 876 25 497 73 893 69 5,773

市原市 146 108 19 15 48 20 6 12 24 197 2 597

墨田区 140 675 21 172 29 14 18 75 239 589 3 1,975

足立区 501 1,072 169 439 96 27 44 88 246 1,034 12 3,728

沼津市 627 1,425 234 656 558 415 24 556 180 1,304 14 5,993

長久手市 470 898 175 382 225 222 38 165 118 1,092 6 3,791

計 2,807 5,649 730 2,121 1,810 1,577 157 1,406 995 5,442 107 22,801

第3回道路画像取得実験の総撮影枚数 ：163,664枚
損傷候補画像（目視チェック） ：37,282枚
うち10,000枚を損傷種類別に分類し、下表のとおり、22,801か所（1枚に複数の損傷が

ある画像もある）の損傷を分類した。

※画像からの判定が難しく、かつ該当数が少ないため、段差（D40）、ポットホール（D41）、剥離（D42）をD40として結合
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損傷種類別の検出例

53Copyright(C) 2017 Sekimoto lab Institute of Industrial Science, University of Tokyo

今後の展開（将来構想）

54

 認識対象の拡大

• 区画線・横断歩道のかすれ、ガードレールの損傷、交通標
識の損傷・曲り、路上まで伸びた街路樹なども認識可能に

 スマホアプリへの適用

• 軽度な損傷（修繕不要以下）については、アプリからの送信
を抑制

→レポーター、職員双方の負担軽減
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認識対象の拡大

55Copyright(C) 2017 Sekimoto lab Institute of Industrial Science, University of Tokyo

ひび割れ率

区画線のかすれ

交通標識

オペレーションズ・リサーチを用いた
現場リソースの最適化 概念図

56
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本格運用に向けた今後のスケジュール

57

３０年度 ３１年度

全体

自治体

市民投稿機能
開発

道路管理
AI・OR機能

開発

参加団体
公募(～7/4)

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
共
同
運
営

準備会
設立(7/18)

コンソーシアム
設立

ツール・
サイト公開

適宜改良

ダッシュ
ボード公開

市民投稿
機能実証

実証方法
検討

道路管理AI・
OR機能実証

適宜バージョンアップ

58

ご清聴ありがとうございました。

お問い合わせ

千葉市 市民局 市民自治推進部 広報広聴課

デジタルコミュニケーション班 ちばレポ担当

TEL  043-245-5294

E-MAIL chibarepo.C@city.chiba.lg.jp


